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1 ．はじめに

　D-Spaceは、2022年11月16日に、大型ロケッ
トNASA SLS（Space Launch System） 1 号
機「Artemis Ⅰ」（有人月面探査計画「Artemis」
最初のミッションにおける、SLS新型ロケッ
トと有人宇宙船「オリオン」の無人飛行試験
機会）によって打ち上げられた日本の超小型
月探査機OMOTENASHI（Outstanding MOon 
exploration TEchnologies demonstrated by 
NAno Semi-Hard Impactor） 側面に搭載され
た超小型能動型宇宙放射線線量計である。日
本として初めて地磁気圏外の被ばく線量を測
定する機会となった、OMOTENASHI探査機
打上げ当日の地磁気圏外の宇宙放射線環境計
測結果について、開発経緯とともにご紹介する。
　本開発成果をもとに、D-Spaceは2025年以
降に打上げ予定の月近傍拠点Gatewayを含む
Artemis月面着陸有人探査計画にも搭載が決
定しており、Gateway HALOモジュール船
内の宇宙放射線環境評価のための国際共同
ミッション計画についても述べる。

2 ．�超小型能動型宇宙放射線線量計
　　「D-Space」

　D-Spaceは、産業技術総合研究所（AIST）
が開発 1 ）、株式会社千代田テクノルが製品化
した個人向けおよび環境計測用線量計「D-
シャトル」（23g、68（L）×32（W）×14（T）㎜）
を、宇宙航空研究開発機構（JAXA）と産業

技術総合研究所の共同研究により、宇宙放射
線（太陽粒子線および銀河宇宙線を構成する
荷電粒子）計測用の「超小型ポータブルアラー
ムメータ」として改修・開発した超小型能動
型宇宙放射線線量計である。
　D-シャトルは、もともと2011年 3 月の東日
本大震災による福島第一原子力発電所事故に
対応し、装着負担が少なく、日々の被ばく量
を年単位で電池交換なしで記録・表示できる
線量計として開発がされた 1 ）。
　2012年のつくば市 生活環境部環境保全課
による放射線積算線量計の貸し出し事業に応
募し、線量計の仕様や可搬性を確認し、複数
の個人線量計候補の比較評価試験を経て、
2015年から民間月面探査プロジェクト用ロー
バーへの搭載およびArtemis計画に搭載する
月遷移軌道の宇宙放射線環境計測をするため
の線量計開発を開始した。
　D-シャトルはガンマ線を主な測定対象とし
て開発されているため、超小型能動型宇宙放
射線線量計D-Space（Fig. 1）では、LET（線
エネルギー付与） 領域が広範囲（0.2～数百
keV/㎛）に渡る宇宙放射線の構成粒子に対

Fig. 1　�OMOTENASHI探査機側面搭載D-Space
線量計

＊ Aiko NAGAMATSU　国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構 宇宙探査イノベーションハブ 参事・研究領域リーダー

OMOTENASHI探査機より届いた
「D-Space」からの深宇宙線量情報

永松　愛子＊

FBNews No.567 （'24.3.1発行）

1



して感度を持たせる必要がある。
　宇宙機搭載にあたり、D-Space線量計のセン
サ部回路、サンプリング間隔、バイナリデータ
フォーマットのカスタマイズ、データ読取用光
シリアル通信部の改修、ファームウエア等の
改変を行った。センサ部の基板抵抗の変更に
より、閾値電圧を変えたSi Pinフォトダイオー
ドを持つ、 2 種類のD-Spaceを搭載した。宇宙
放射線の陽子（低LET領域、Fig. 2のタイプＡ）
と銀河宇宙線（高LET領域、Fig. 2のタイプＢ）
を測定する 2 種類のD-Spaceセンサ部のSi PIN
ダイオードを放射線が通過した際に流れる微
弱電流を増幅して信号とし、その信号がある
特定の閾値を超えた際のカウントレート＝単位
時間あたりのカウント数をダウンリンクし、 1
分ごとの吸収線量率（単位時間あたりの吸収
線量）を算出することとした。
　また、SLSロケットの安全制約により、もと
もとD-シャトルが使用していたコイン型電池か
ら、探査機電源駆動（探査機電源は、打上げ
時には 3 重のスイッチによりオフ状態）に電源
を切り替える改修も行っている。
　閾値の異なる 2 種類のD-Spaceは、QST放
射線医学総合研究所（現・放射線医学研究所）
の重粒子加速器HIMAC（高LETのＨ、Ｃ、Si、
Fe）および青森県量子科学センターサイクロ
トロン（低LETのＨ）により、陽子・重粒子に
対する線量特性線エネルギー付与（LET）に
対する応答特性等を評価している2 - 9 ）。Fig. 2
のタイプＢの検出器は、約10keV/㎛前後に閾
値を持つ特性であることをあらかじめ評価し
ている。
　また、タイプＡ、Ｂともに、D-Space
のカウントおよびセンサ部への照
射試験中の入射粒子個数について、
受動型線量計PADLES10）の固体
飛跡検出器および照射位置に設置
したプラスチックシンチレータの
カウント値とともに線形応答や入
射角度依存性等の確認を行い、得
られた応答特性を線量算定に反映
させた。

3 ．�OMOTENASHIへの搭載とArtemis計
画の最初の打上げ（ArtemisⅠ）

　ArtemisⅠの相乗CubeSatとして、6Uサイズ
（質量12.6㎏、6Uサイズ）11-14）のOMOTENASHI
探査機の搭載採択が2016年 4 月になされた。
その採択条件として、「科学的および技術的目
的が将来の有人探査を推進するのに役立つも
のであること」がミッション提案に要求されて
いた。OMOTENASHI探査機の唯一のサイ
エンス機器として、D-Space線量計が探査機側
面パネルの内側に搭載されることとなり、宇宙
飛行士がどれくらい被ばくするのか、何日間
月面に滞在できるのかを直接計測できる機会
となった（Fig. 3）。これまで日本では、スペー
スシャトルや国際宇宙ステーション（ISS：
International Space Station）が飛行する地球
近傍（地磁気圏内の低軌道350～400km前後）
に限られた宇宙放射線環境計測（被ばく線量
計測）の経験しかなく15）、ArtemisⅠは地磁気
圏外の被ばく線量データを取得できる貴重な
機会となった。
　2022年11月16日15時47分（日本標準時）、
ケネディ宇宙センター39B射点から打ち上げら
れたSLSロケットは、OMOTENASHI探査機

Fig. 2　�閾値の異なるD-Space�タイプＡ、Ｂの特性

Fig. 3　�OMOTENASHI探査機上のD-Space線量計搭載位置
（左）OMOTENASHI実機

　　　�（右）OMOTENASHIおよびD-Spaceの3Dモデル

OMOTENASHI衛星フライトモデル
OMOTENASHI CAD図

丸内がD-Space
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を含む10機の相乗り衛星を順次分離し、同日
19時30分にはOMOTENASHI探査機の分離
がされたと推定されている。
　OMOTENASHI探査機は、打上げ当日はマ
ドリード（スペイン）とゴールドストーン（米国）
の運用局のアンテナを使って交信を行い、OMO-
TENASHI探査機が観測した様々なデータをテ
レメトリとして符号化・変調して同様に電波を
使用して地球に送信する予定であった。OMO-
TENASHI探査機分離の30分後（同日20時）に、
マドリード運用局からのD-Spaceのテレメトリ
データ受信が始まった。
　D-Spaceは、運用中、1 分 1 点（ 1日1,440点）
のタイプＡおよびタイプＢ線量計のカウント
データをテレメトリデータとして転送し、テレ
メトリ間隔ごとに取得することができる。
　OMOTENASHI探査機は、ロケットからの
分離後、探査機自体の予期せぬ回転により、
太陽電池による発電および通信確立ができず、
分離直後の探査機バッテリー駆動可能な「38
分間」のD-Spaceの観測データのみの受信と
なった16）。とはいえ、民生部品をもとに開発
したD-Spaceの宇宙機実証がなされた瞬間で
あり、このデータが日本が獲得した初めての
深宇宙線量情報である。 4 項で後述するとお
り、あらかじめ評価したOMOTENASHI探査
機の被ばく線量のシミュレーション評価をも
とに、テレメトリデータの妥当性が評価でき
たときは、OMOTENASHI探査機の動向を大
変心配しつつも非常に安堵した。
　 2 種類のD-Spaceの 1 分毎の観測データは、
時間経過とともにほぼ比例して値が増えてお
り、38分間の宇宙放射線環境に大きな変動な
かったことを示す（Fig. 4）。アメリカ海洋
大気庁NOAAが搭載・運用する静止軌道気象
衛星GOESからの陽子フラックスに関する観
測情報によると、打上げからOMOTENASHI
探査機のデータ観測時まで、静止軌道におけ
るエネルギーが10MeV以上のプロトン粒子フ
ラックス［particles/cm2/s/sr］は静穏レベル
で推移しており、打上げ当日の太陽活動の観
測状況ともよく一致している。

4 ．�地磁気圏外の線量予測とOMOTENASHI
探査機での実測比較

　OMOTENASHI探査機およびD-Spaceの形
状、質量、構成コンポーネントおよび材料を
90%程度まで反映できたPHITS用3Dモデル
を用いて、打上げ当日の宇宙放射線環境を再
現した放射線挙動計算コードPHITS （Particle 
and Heavy Ion Transport code System）に
よる地磁気圏外の宇宙放射線の挙動解析を行
い、OMOTENASHI探査機上のD-Space線量
計に対する荷電粒子の検出効率を評価・補正
し、最終的な線量算定を行った。2 式の検出
器のセンサ中心部からの平均遮蔽厚は、それ
ぞれ11g/cm2で、ISS日本実験モジュール「き
ぼう」船内と比較すると 1/3 程度の遮蔽環境
である。
　シミュレーション評価にあたり、導入する宇
宙線モデル（太陽活動極小期、過去の太陽フ
レアワーストケース）と太陽活動による宇宙線
フラックス変化（OMOTENASHIが運用した
年2022年の最大/最小ケース）を考慮した線源
条件でも評価した。OMOTENSHI探査機から
送られたテレメトリデータからのカウント値を
照射試験による特性評価結果をもとに線量補

Fig. 4　�D-Space#14は、全荷電粒子（陽子と
銀河宇宙線の重粒子の合計、Fig.2A）、
#94は閾値以上の高エネルギー粒子
（銀河宇宙線の重粒子、Fig.2B）を計測。
D-Spaceの地球磁気圏外における陽子
と銀河宇宙線の実測上での寄与・比率を
示す。
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正し、搭載環境を模擬したPHITSシミュレー
ション評価結果を組み合わせた近似により、
軌道上の被ばく線量の算定を行った。Fig. 5に
示す通り、テレメトリデータと検出効率を考慮し
たD-Spaceの線量算定結果（実測）と、OMO-
TENASHI探査機の放射線環境を模擬したシ
ミュレーションでの被ばく線量の予測結果で
は、10%以内で線量が一致している16-18）。

5 ．おわりに

　NASA ArtemisⅠ号機の相乗り衛星OMO- 
TENASHI探査機に搭載されたD-Space線量
計を用いて、日本初の月周辺環境の宇宙放射
線計測（太陽活動が静穏レベルの時期）を
行った。宇宙放射線は地球の磁場によって遮
蔽されるため、有人月探査や火星探査の際に
は、低高度地球周回軌道を飛翔する国際宇宙
ステーションより被ばく線量の厳しい環境が想
定され、OMOTENASHIの計測結果はそれを
裏付ける結果となった。打上げ当日は太陽活
動が静穏時であったが、今後、長期の地磁気
圏外観測により、太陽フレア発生時などの観
測が継続できることで、地球磁気圏外での宇
宙放射線環境に関する知見が高まることが期

待される。また、宇宙線モデル・太陽活動に
よる宇宙線フラックス変化、宇宙機構造をよ
く反映した線量評価を行うことで、地磁気圏
外での精度の高い線量予測技術の獲得も実証
することができた。
　月遷移軌道の被ばく線量計測の結果や当日
の太陽活動を反映した被ばく線量予測技術は、
今後の月面有人探査活動における被ばくや放
射線影響の低減、放射線防護技術・遮蔽設計
において、極めて重要なキー技術である。
　OMOTENASHI探査機は月面着陸もミッ
ション目的としていたため、打上げ当日の運
用異常後は月フライバイに向けた定期的な制
御コマンドの送信や、太陽電池に太陽光が当
たり始める解析時期での運用再開と各種搭載
装置の性能確認を試みたが、復旧運用には至
らなかった。OMOTENASHI探査機の開発
打上げから機能確認、D-Space観測機器の軌
道上実証までのミニマムサクセスは達成でき
たものの、実施できなかった月面着陸と運用
以上の原因究明過程は、次の国内外の超小型
探査機への開発のための貴重な獲得技術と
なった。
　OMOTENASHIミッションで得られたD- 
Spaceの開発成果は、月・火星探査に向けた宇
宙飛行士の個人被ばく線量やライフサイエン
ス実験の個々の生物試料の放射線生物影響を
定量的に評価するための、リアルタイムデータ
取得ができる、数十gオーダーの超小型線量計
への利用にも期待されている。
　D-Spaceは、ESA/NASA/JAXAでの国際協
力により、2025年以降に打上げ予定のGateway 
HALO船内の宇宙放射線環境評価のための国
際共同ミッション（IDA：Internal Dosimeter 
Array）計画への搭載が決定している19-21）。ISS
に長年搭載実績を持つPADLES線量計もD- 
Space線量計内に組み込んで搭載される予定
で、月周回軌道の宇宙放射線環境を評価する
ために必要な物理量計測量、宇宙飛行士の被
ばく管理等に必要な被ばく線量計測評価を行
う計画である。現在、Gateway搭載用D-Space
のエンジニアリングモデル開発が進み、搭載

Fig. 5　�OMOTENASHI探査機に搭載したD-Space
の予測評価と実測評価16-18）。

� �D-Spaceは 2個搭載しているため、探査
機上の位置の違いによる予測結果を各条
件 2点示す。参照：遮蔽環境および太陽
活動が異なるが、ISS「きぼう」船内の吸収
線量の比較。いずれも太陽活動が静穏時
期の計測結果を示す。
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ձ （2�1�）ٞڠؔػ

6 ）  தେथ ӬদѪࢠ༸ࣉ  ླྑҰ খฏ૱ɿখ
�4QBDeͷ։発%ܭӉ์ࣹઢઢྔܕಈܕ ୈ5�ճΞΠ
ιτʔϓɾ์ࣹઢڀݚ発දձ （2�21）

7 ）  தେथ ӬদѪࢠ ૬ాਅཬ༸ࣉ  ླྑҰ 
খฏ૱ɿ(BUewBZ͚খܕಈܕӉ์ࣹઢઢྔܭ
%�4QBDeͷ։発ୈ6�ճԠ༻ ཧֶձय़ֶقज़ߨԋձ 

（2�21）
� ）  ӬদѪࢠ தେथ ૬ాਅཬ৴߁ా౻ ༸ࣉ  

ླྑҰ খฏ૱ɿ0.05&N"4)*ࡌ༻ খܕಈ
�4QBDeͷ։発%ܭӉ์ࣹઢઢྔܕ ୈ6�ճԠ༻ཧֶ
ձय़ֶقज़ߨԋձϋΠϥΠτηογϣϯ （2�21）

� ）  *4"4χϡʔε *44N �2�5�2�61No.4�� 2�2111݄߸17 
IUUQs���www.JsBs.KBYB.KQ�GeBUVSe�eR@oN�eR@oN@12.IUNM

1�）  ". NBHBNBUsV ,. .VSBLBNJ ,. ,JUBKo ,. 4IJNBEB ). 
,VNBHBJ ). 5BwBSB ʠ"SeB 3BEJBUJoO .oOJUoSJOH oO 
*44 *ODSeNeOUs 17 Uo 22 6sJOH 1"%-&4 JO UIe 
+BQBOese &YQeSJNeOU .oEVMe ,JCoʡ 3BEJBU. 
.eBsVSeNeOUs 5� �4��3 （2�13）

11）  5BUsVBLJ )BsIJNoUo eU.BM. NBOo 4eNJIBSE .ooO 
-BOEeS� 0.05&N"4)* FeBUVSe "SUJDMe� %0*. No. 
1�.11���."&4.2�1�.2�23311

12）  5BUsVBLJ )BsIJNoUo eU.BM. 3eBEZ GoS -BVODI� 
$VCe4BU .ooO -BOEeS 0.05&N"4)* *454 2�22

13）  5BUsVBLJ )BsIJNoUo eU.BM. %eWeMoQNeOU oG $VCe4BU 
.ooO -BOEeS 0.05&N"4)*ʡ *"$�17�"3.2".1� 
*"$ 2�2� $ZCeS 4QBDe &EJUJoO

14）  5BUsVBLJ )BsIJNoUo eU.BM. *O�oSCJU 0QeSBUJoO oG 
$VCe4BU .ooO -BOEeS 0.05&N"4)* *4542�23

15）  4BUosIJ FVSVLBwB "JLo NBHBNBUsV "LJIJsB 
5BLBIBsIJ eU.BM. 4QBDe 3BEJBUJoO BJoMoHZ GoS �-JWJOH 
JO 4QBDe BJoNeE 3es *OU 2�2� "QS ��2�2��47�32�6.  
EoJ� 1�.1155�2�2��47�32�6. e$oMMeDUJoO （2�2�）.

16）  จ෦ՊֶলӉ։発ར༻෦ձ （2�23 6 ݄27） ࢿྉ 
4-4ࡌখܕ୳ࠪػϓϩδΣΫτͷঢ়گ IUUQs���
www.NeYU .Ho . KQ�C@NeOV�sI JOH J �H J KZV UV�
HJKZVUV2��5��LBJsBJ�1423�1�@���27.IUN

17）  ӬদѪࢠ தେथ ླྑҰ৴߁ా౻ ༸ࣉ  
ձాܓ༎ ໌ੴখඦ߹ຊथ໌ڮ ୡ౻ࠤ  
0.05&N"4)*ࡌ༻ খܕಈܕӉ์ࣹઢઢྔ
ଌܭ�4QBDeʹΑΔӉ์ࣹઢ%ܭୈ7�ճԠ༻ཧֶձ
य़ֶقज़ߨԋձ （౦ژ） （2�23）

1�）  ӬদѪࢠ தେथ ླྑҰ৴߁ా౻ ༸ࣉ  
ձాܓ༎ ໌ੴখඦ߹ຊथ໌ڮ ୡ౻ࠤ  
0.05&N"4)*ࡌ༻খܕಈܕӉ์ࣹઢઢྔ
ଌܭ�4QBDeʹΑΔӉ์ࣹઢ%ܭ ୈ67ճӉՊֶٕज़
࿈߹ߨԋձ 0421�2 খܕ୳ࠪػΛ༻͍݄ͨҎԕਂӉ
୳ηογϣϯ 1  （2�23）

1�）  "JLo NBHBNBUsV +"9" sQBDe SBEJBUJoO EosJNeUSZ 
wJUI 1"%-&4�%�4QBDe QBSU oG UIe *%" （*OUeSOBM 
%osJNeUeS "SSBZ） QSoKeDU �1(BUewBZ 
)eMJoQIZsJDsBOE 4QBDe 3BEJBUJoO 8oSLJOH (SoVQ 84 
2�22 � NoW. （2�22）

2�）  தେथ ӬদѪࢠ৴߁ా౻ ༸ࣉ  ླྑҰ 
খฏ૱ (BUewBZ͚༺ࡌখܕಈܕӉ์ࣹઢ
ઢྔ�4%ܭQBDeͷ։発ঢ়گୈ7�ճԠ༻ཧֶձय़ֶق
ज़ߨԋձ （౦ژ） （2�23）

21）  ݄ पճ༗ਓڌ(BUewBZ（ήʔτΣΠ）ͰͷՊֶར
༻ʂ IUUQs ���IVNBOs� JO�sQBDe . KBYB . KQ�Oews�
EeUBJM���3547.IUNM

Ӊڀݚۭߤ։発ߏػ Ӊ୳ࠪΠϊϕʔγϣϯϋϒ
ҬϦʔμʔɻྖڀݚΑͼʮ༗ਓӉٕज़ʯͷ͓ࣄࢀ
तɻ1���ΑΓڭ٬һ ߏػڀݚثΤωϧΪʔՃߴ
N"4%"�+"9"ʹͯɺࡍࠃӉεςʔγϣϯຊͷ
Ӊ࣮ݧ౩ʮ͖΅͏ʯʹ͓͚Δडಈੵܕࢉઢྔܭ
1"%-&4Λ༻͍ͨӉ์ࣹઢඃ͘ઢྔܭଌ（Ӊ
ඈ行࢜ͷݸਓඃ͘ઢྔܭଌɺʮ͖΅͏ʯધͷఆ
ڥϞχλϦϯά）ɺ์ࣹઢੜӨ͓ڀݚڹΑͼ
ϥΠϑαΠΤϯε࣮ٕݧज़։発Λ୲ɻࡍࠃӉ୳
ಓ্γϛϡيଌɾܭӉ์ࣹઢʹର͢Δ͚ͨʹࠪ
ϨʔγϣϯධՁΛؚΉःณٕޢज़։発ʹैࣄɻՐ
Ӵ୳ࠪܭը（..9）Ӵʹ͢ࡌΔۭؒ
์ࣹઢϞχλ*3&.։発ऀͷ࣮Λͪ࣋ɺࡏݱ
ɺ݄ۙڌ(BUewBZࡌখܕઢྔ�4%ܭQBDe
ͷ։発ऀ�දऀڀݚΛΊΔɻ2�2�ΑΓɺ
݄ۙڌ(BUewBZΛؚΉ"SUeNJsܭըͷɺӉ์
ࣹઢ͓ڀݚΑͼӉఱؾͷຊଆ10$（1oJOU 
oG $oOUBDU）͓Αͼ+"9"ϓϩάϥϜαΠΤϯςΟ
ετͱͯ͠ࡍࠃௐΛ୲͏ɻ

著者プロフィール
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ɹ*$312�23ͷ։࠵ͷܦҢɺ2�2�ʹ*$31
Εͨͱ͜Ζ͞౼ݕ͕࠵ͰຊͰͷ։ؒऀؔ
͔Βελʔτ͢Δɻͦͷޙɺզ͕ࠃͷ行ػ
ؔΞΧσϛΞͳΒͼʹऀۀࣄͱͦͷؔऀ
͕ؔ༩ͯ͠ձٞͷܗ͕֨ࠎ͞Εɺଟ͘ͷࠃ
࡞༩ͯ͠ϓϩάϥϜ͕͕ؔؔػ֎ւؔػࡍ
͞Εͨɻ
ɹචऀΒɺ*$31͔ΒྔࢠՊֶٕज़ڀݚ։
発ߏػ（ҎԼɺ245）͕ϗετؔػͱͯ͠
ͷଧΛड͚ͯҎ߱ 3 ؒɺ*$31ͷՊֶ
ൿॻࠤิͱͱʹɺ*$312�23ͷ४උͱ։
ߘͷͨΊຉ͢Δ͜ͱʹͳͬͨɻͦ͜Ͱຊ࠵
ͰɺϗετؔػͷʮཪํʯͷࢹͰɺ͜ͷ
Πϕϯτͷཪʹ͍ͭͯ·ͱΊͯΈ͍ͨɻ

1 ．ICRPシンポジウムについて

ɹࣹ์ࡍࠃઢޢҕһձ（ҎԼɺ*$31）ɺ
์ࣹઢޢͷΈΛࡦఆ͍ͯ͠Δࡍࠃతͳ
ඇӦརஂମͰ͋Γɺ*$31͕ࡦఆͨ͠ޢମ
औΓೖΕΒΕɺʹܥମ੍نຊͷ์ࣹઢܥ
ͦͷج൫ͱͳ͍ͬͯΔɻ*$31์ࣹઢޢ
ମߏܥஙͷಁ໌ੑΛߴΊΔͨΊɺ࠷ࡏݱ৽ͷ
*$31ओࠂקͰ͋Δ2��7࣌ࠂקʹެ։ҙݟ
ืूΛ行͍ɺ*$31ࠂקץ行ͷࡦఆʹ෯
ձΛઃػεςʔΫϗϧμʔ͕ؔ༩͢Δ͍
͚ͨɻҰํͰɺࡦఆͷલʹΑΓ෯͍ใऩ
ूҙަݟΛ行͏͜ͱΛతͱͯ͠ɺ*$31
γϯϙδϜͷ։࠵Λܾఆ͠ɺ2�11ʹΞϝ

ϦΧͰୈ 1 ճγϯϙδϜ͕։͞࠵Εͨɻୈ
1 ճγϯϙδϜͰ35͔͔ࠃΒ4��ਓఔ
ؔʹಈதͷλεΫάϧʔϓ׆ʹՃ͠ɺओࢀ͕
ͯ͠ɺߨԋ࣭͕ٙ行ΘΕͨɻҎִ߱Ͱɺ
6"&（2�13）ɺؖ ɺϑϥϯε（2�17（2�15）ࠃ
）ɺΦʔετϥϦΞ（2�1�）ɺΧφμ（2�22
ɿίϩφՒͷͨΊ 1 ॱԆ）Ͱ։͞࠵Εͯ
͍Δɻ2�15Ҏ߱*$31γϯϙδϜʹ߹Θ
ͤͯɺ֤ࠃͷ์ࣹઢޢʹؔ͢Δֶձ͕ಉ࣌
ͷ์ࣹઢࠃ࠵ΕΔ͜ͱ͋Γɺ։͞࠵։ʹظ
ऀؔޢͱੈքతͳަྲྀ͕行ΘΕΔ͖͔ͬ
͚ʹͳ͍ͬͯΔɻ͜Ε·Ͱͷ*$31γϯϙδ
ϜͷϓϩάϥϜϓϩγʔσΟϯάٴͼߨ
ԋࢿྉɾө૾*$31ͷΣϒαΠτͰެ։͞
Ε͍ͯΔ（IUUQs���www.JDSQ.oSH）ɻ

2 ．ICRP2023開催準備

ɹ*$31γϯϙδϜͷ։࠵ʹؔͯ͠ɺ2�2�
ΑΓݕ౼͕ͳ͞Εɺ*$31ͱͷϫʔΫγϣοϓ
λεΫάϧʔϓձ߹Λ։ܦ͖ͨͯ͠࠵Ң͔
Βɺ245͕ຊଆͷϗετʹͳΔ͜ͱͷՄ൱
༰ͱͯ͠౼ݕґཔ͕͋ͬͨɻ౼ݕ͍ͯͭʹ
ɺ*$31γϯϙδϜٴͼओҕһձɺ֤ઐ
ҕһձͷ։ٴ࠵ͼɺࢀՃऀ૿ՃͷͨΊͷ
ຊͷ์ࣹઢؔ࿈ֶձͱͷ࿈ܞͰ͋ͬͨɻ࿈ܞ
͢Δֶձͱͯ͠ɺຊอ݈ཧֶձ（ҎԼɺ
อֶձ）ٴͼຊ์ࣹઢӨֶڹձ（ҎԼɺ
Өֶڹձ）͕*$31͔Βީิͱ্ͯ͛͠ΒΕ

ˎ1 3eJLo ,"N%" ॴ ॴڀݚઢҩֶࣹ์ ߏػ։発ڀݚՊֶٕज़ࢠ։発๏ਓྔڀݚཱࠃ
ˎ2 *sBo ,"8"(6$)*  ʏ ์ࣹઢ੍نՊֶڀݚ෦ ओڀݚװһ

ICRP2023（第7回放射線防護体系に
関する国際シンポジウム）開催報告

神田　玲子＊1・川口　勇生＊2
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ͨͨΊɺ245͔Βֶ֤ձʹର͠࿈ܞͷҙ
ʹ͍ͭͯଧͨ͠ɻ·ͨɺձɺ245͕͋
Δઍ༿౦ژɺԣΛؚΊͯݕ౼͢ΔΑ͏ʹ
ґཔ͞Εͨɻ
ɹ2�21ʹೖΓɺຊ֨తʹݕ౼Λ行͏ͨΊɺอ
ֶձɺӨֶڹձ͔ΒͷදؚΊͯݱ
৫ҕһձΛ্ཱͪ͛ɺձީิ༧ࢉɺ։࠵
ֶձͱͷࠃɻͨ࢝͠Λ։౼ݕ͍ͯͭʹࣜํ
։ࣜํ࠵ʹ͍ͭͯɺ*$312�15ٴͼ*$312�21
Ͱผ։࠵ɺ*$312�17ͰԤभ์ࣹઢޢि
ؒͱͷ߹ಉ։࠵ɺ*$312�1�Ͱฒ行։࠵ͱ
ͳ͓ͬͯΓɺͦΕͧΕͷϝϦοτɾσϝϦο
τʹ͍ͭͯݕ౼͠ɺֶ֤ձʹ͓͍ͯݕ౼͕行
ΘΕͨɻ·ͨɺࢀՃऀ૿ՃͷͨΊଞͷֶձ
ͷΞϓϩʔνํ๏ʹ͍ͭͯݕ౼͕行ΘΕͨɻ
։ࣜํ࠵ʹֶ֤ؔͯ͠ձͰͷݕ౼ͷ݁Ռɺ߹
ಉ։࠵*$312�23ͷࢀՃऀ૿Ճ͢Δͱ
༧͞ΕΔͷͷֶ֤ձ͔ΒͷࢀՃऀ௨ৗ
ͷࠃֶձͷ࣌ͱൺֱͯ͠ݮগ͢Δͱ༧
͞ΕͨͨΊɺ*$312�23ͱಠཱͯ͠ฒ行։
ՃऀΛ֬อ͠ɺֶձձΛࢀձͷֶ֤͠࠵
*$312�23ͱಉҰࢪઃۙ͘͠ྡࢪઃͱ͢Δ
͜ͱͱͳͬͨɻ·ͨɺϙελʔձΛಉҰձ
ͱ͢Δ͜ͱͰࠃֶձࢀՃऀͱ*$312�23ࢀՃ
ऀͷަྲྀΛଅ͢͜ͱ߹ҙ͞Εͨɻอֶձͱ
ӨֶڹձҎ֎ʹ͍ͭͯɺಉ༷ʹฒ行։࠵Λ
行͏ͱձͷ֬อ͕͘͠ͳΔͨΊɺ*$312�23
ͷαςϥΠτΠϕϯτͱͯ͠*$312�23ͷ։࠵
Δํ͕ࣜఏҊ͞Εผ్ืू͢࠵Ͱ։ޙલؒظ
͞ΕΔ͜ͱͱͳͬͨɻ։ن࠵͕֬ఆͨ͜͠ͱ
͔Βɺ*$31ՊֶൿॻͰ͋Δ$MeNeOUࢯ
౻ాՊֶൿॻࠤิ（࣌）͓Αͼߕ൹
*$31ओҕһձҕһ͕ձΛ͠ࢹɺձ
ɺϗςϧɺަ௨ΞΫηεɺۙྡࢪઃͷঢ়گ
Λ૯߹తʹݕ౼ͨ݁͠Ռɺʮάϥϯυχοίʔ
౦ژʯʹܾఆͨ͠ɻ
ɹҰํɺγϯϙδϜϓϩάϥϜʹ͍ͭͯ
௨ৗલճγϯϙδϜ͕ऴ͔ྃͯ͠Βϓϩά
ϥϜҕһձΛ্ཱͪ͛ͯݕ౼͍ͯͨ͠ͱͷ͜
ͱ͕ͩͬͨɺίϩφՒͷͨΊୈ 6 ճ*$31γϯ

ϙδϜʮ*$312�21ʯ͕ 1 Ԇظʹͳͬͨ͜
ͱʹΑΓɺϓϩάϥϜҕһձͷ্ཱ͕ͪ͛
*$312�21ͷ։࠵ͱฒ行্ཱ͕ͯͪ͠Δ͜ͱͱ
ͳΓɺ࣮࣭తͳϓϩάϥϜͷݕ౼ɺ2�22
11݄ͷʮ*$312�21�1ʯऴྃޙͱͳͬͨɻϓϩ
άϥϜҕһձɺ*$31ͷओಋͷͱɺ*$31ɺ
245ɺอֶձɺӨֶڹձͷද͔Βߏ͞
Εͨɻ

3 ．ICRP2021+1からのフィードバック

ɹίϩφՒͰͷ։࠵ͱͳͬͨ*$312�21�1
γϯϙδϜॳͷΦϯϥΠϯࢀՃํࣜ（ϙε
λʔ発දͷΈ）࠾༻͞ΕͨɻҰํͰݱࢀ
Ճͷϙελʔe�QosUeSํࣜͱͳͬͨͨΊɺձ
Ͱϙελʔʹ͍ͭͯͷ͕ٞ΄ͱΜͲ行Θ
Εͣɺϙελʔ発දΛ行ͬͨݱࢀՃऀ͔Β
*$312�23ͰݱͰͷϙελʔ発ද行ͬ
ͨํ͕ྑ͍ͱ͍͏ϑΟʔυόοΫ͕͋ͬͨɻ
·ͨɺΦϯϥΠϯࢀՃొϙελʔӾཡͷ
Έͱͳ͍ͬͯͨͨΊɺ*$312�23ͰΦϯϥΠ
ϯࢀՃऀϥΠϒηογϣϯ৴͢Δ͜ͱͱ
ͳͬͨɻ৴ํࣜʹ͍ͭͯɺಉ࣌৴τ
ϥϒϧ͕͜ىΓ͍ͨ͢ΊɺऩಈըΛཌ
ʹ৴Λ行͏ΦϯσϚϯυ৴ํࣜͱ͢Δ͜ͱ
ͱͳͬͨɻ·ͨɺϙελʔͷΦϯϥΠϯϓϥο
τϑΥʔϜʹ͍ͭͯɺ*$312�21�1ͱಉ͡ϓ
ϥοτϑΥʔϜΛ༻͢Δ͜ͱͱͳͬͨɻ
ɹ·ͨɺձʹͯΦϯϥΠϯͷΈͷϙελʔ
発දΛӾཡ͢ΔͨΊͷϞχλʔΛ४උ͢Δ
͜ͱఏҊ͞Εɺઃஔ͢Δ͜ͱͱͳͬͨɻ

4 ．プログラム

ɹ*$312�23ͷٞͰɺݱ行ͷ์ࣹઢޢ
ମܥͷૅجͱͳ͍ͬͯΔ*$312��7ࠂקͷ
վగʹ͍ͭͯຊ֨తʹ։࢝͢Δ͜ͱ͕తͱ
͞Εͨɻ*$312��7ࠂקͷվగʹઌཱͪɺ

ʮ,eeQJOH UIe *$31 3eDoNNeOEBUJoOs FJU GoS 
1VSQose （$MeNeOU eU BM. 2�21）ʯٴͼʮ"SeBs 
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oG SeseBSDI Uo sVQQoSU UIe sZsUeN oG 
SBEJoMoHJDBM QSoUeDUJoO. （-BVSJeS eU BM. 2�21）ʯ
Λެ։͓ͯ͠Γɺ*$312�23ͷϓϩάϥϜ
྆จΛ౿·͑Δͱͱʹɺຊʹ͓͚Δ։
ఆ͞ΕΔ͜ͱͱͳͬͨɻࡦྀͯ͠ߟҙٛ࠵
ςʔϚͱͯ͠ʮ5Ie &WoMVUJoO oG 3BEJo�
MoHJDBM 1SoUeDUJoO� 4DJeODe BOE BeZoOE（์
ࣹઢޢͷਐԽɿՊֶͱͦͷઌ）ʯͱܾ·
Γɺ*$312�21�1ͷऴ͔ྃޙΒຖ݄ 1 ճͷ
ϖʔεͰ։͞࠵Εɺ֤ηογϣϯͷςʔϚ͕
ܾఆ͞ΕͨɻηογϣϯςʔϚͷܾఆޙɺ
ߨީิͷਪન͕行ΘΕɺηογϣϯͰͷ࠲
ԋऀ࠲͕ࢀ໊͠ࢦՃ֬ೝΛ行͏͜ͱͱ
ͳͬͨɻ
ɹ·ͨɺجௐߨԋͷީิऀʹ͍ͭͯɺ*$31
લओҕһͰ͋Γຊͷ์ࣹઢӨڀݚڹͷ
ୈҰਓऀͱͯ͠׆༂͞Ε͍ͯΔ์ࣹઢӨݚڹ
ઢࢠͱɺॏཻ（࣌）ࣄॴͷ୮Ӌଠ؏ཧڀ
औΓ·Ε͍ͯΔɺ์ࣹઢҩֶ૯ʹྍ࣏
ਪન͞Εɺ͕ࢯͷ௰Ҫതࣄཧݩॴɾڀݚ߹
ԋ͍ͨͩ͘͜ͱͱͳͬͨɻߨ͝
ɹ࠷ऴతͳϓϩάϥϜʹ͍ͭͯɺจͷ
63-͔Β͝ཡ͍͚ͨͩΔಛઃαΠτʹߨ
ԋऀΛؚΊͯͨ͠ࡌهɻߏͱͯ͠ඃ͘
ઢྔΛ͑ͯɿ์ࣹઢޢʹ͓͚ΔΣϧ
ϏʔΠϯάɺظ࣍ओࠂקͷͨΊͷઢྔଌఆ๏ɺ
ίϛϡχέʔγϣϯɺౡୈҰྗࢠݪ発ిॴ
Ͳ͏վળ͞ΕޢΑΓ์ࣹઢʹݧܦͷނࣄ
Δͷ͔ɺੈ࣍Λ୲͏ՊֶऀɾઐՈɺ֊
ԽͱݸผԽɺ࣋ଓՄͳ։発ͱڥޢɺӨ
ɺ༰گͷྨɺඃ͘ͷΧςΰϦʔͱঢ়ڹ
ੑͱ߹ཧੑɺࢠଙͱੈ࣍ɺ์ࣹઢͷࣄٸۓ
ଶɺ์ࣹઢྍ࣏ʹ͓͚Δը૾அɺਖ਼Խɺ
ΠΦϯϏʔϜͱඪతΞϧϑΝઢྍ࣏ʹ͓͚Δ
์ࣹઢޢɺ์ࣹઢστϦϝϯτɺͦͷଞͷ
ϦεΫࢦඪͱͦͷԠ༻ɺӨڹͱઢྔԠɿ͕
Μɾ॥ױ࣬ثɾ͓ΑͼͦΕҎ֎ɺઐࣝ
ͷڧԽͱࣾձతೝͷ্ͳͲ1�ͷՊֶత
ηογϣϯ͕ܾఆ͞Εͨɻ

5 ．サテライトイベント

ɹӨֶڹձٴͼอֶձҎ֎ʹ*$312�23
ͷֶज़ஂମͷؔ༩ͱͯ͠ɺαςϥΠτΠϕϯ
τΛઃఆ͠ɺެืΛ行ͬͨɻ࠷ऴతʹɺ
ຊ์ࣹઢٕज़ֶձɾຊྍ์ࣹઢٕࢣձɺ
ຊֶྗࢠݪձόοΫΤϯυ෦ձɺຊ์ࣹઢ
҆શཧֶձɺຊϦεΫֶձɺڥՊֶٕ
ज़ڀݚॴɾӨֶڹձɺനোڀݚ൝ɾຊന
োֶձɺຊ֩ҩֶձɾຊ֩ҩֶٕज़ֶձɺ
ຊҩֶཧֶձ͕࠾͞Εɺ*$312�23લޙ
γϯϙδϜϫʔΫγϣοϓΛ։ͨ͠࠵ɻ

6 ．若手研究者

ɹ*$312�23ͰͷϓϩάϥϜʹࡦఆݕʹ࣌౼͞
Εͨॏཁͳ߲ͷҰ͕ͭɺएखऀڀݚͷࢀՃ
ଅਐͰ͋ͬͨɻ*$312�21�1ʹ͓͍ͯɺएखݚ
ࢯͷͨΊʹ*$31લҕһͷ$MBJSe $oVsJOऀڀ
͕Λઃ͓ͯ͠Γɺ*$312�23ͰҾ͖ଓ͖
$oVsJOͷ࠷ऴީิऀͷߨԋ͕行ΘΕΔ͜ͱͱ
ͳͬͨ（図 1）ɻ·ͨɺซࣹͤͯ์ࡍࠃઢޢ
ֶձ（*31"）ͷएखωοτϫʔΫͱอֶձ
ͷएखωοτϫʔΫͷηογϣϯ行ΘΕΔ͜ͱ
ͱͳͬͨɻ͞Βʹɺएखऀڀݚʹ発දͷΛઃ
͚ΔҰͱͯ͠ɺ֤ηογϣϯͷϙελʔ発ද
ϏσΦ発දΛཁͯ͠発ද͢ΔϥϙʔλʔΛ
ஔ͖ɺएखऀڀݚΛͯΔ͜ͱͱͳͬͨɻ֤ηο
γϣϯͷϥϙʔλʔʹ͍ͭͯɺϓϩάϥϜҕ
һձʹͯ࠲ͱڞʹਪન͕͋Γɺܾఆ͞Εͨɻ

図 1　�Cousin賞の最終候補者の表彰式
Gala dinner内で行われた
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7 ．参加登録と発表登録

ɹ*$312�23ͷweCsJUe͕2�23 3 ݄ʹ ཱ ͪ ্
͕Γɺଓ͍ͯࢀՃొ͕։࢝͞Εͨɻଓ͍ͯɺ
発දొαΠτ͕ 5 ݄ʹެ։͞Εɺϙελʔ発
දͷެื͕։࢝ͱͳͬͨɻొ։࢝ॳ
৽ܕίϩφΠϧεײછಈݒ͕೦͞ΕΔঢ়گ
Ͱ͕͋ͬͨɺ৽ܕίϩφΠϧεײછ͕ 5 ྨ
ʹҠ行͞Εͨ͜ͱͰɺݱ։࠵Մੑ͕ߴ
·ͬͨɻҰํͰࢀՃొ 6 ݄·ͰͰ5�ਓ
ఔͷొͱͳ͓ͬͯΓࢀՃऀͷ֬อʹ͍ͭ
ͯৗʹݒ೦ࡐྉͰ͋ͬͨɻ発දొకΊ
ΓࢀՃొྉૣׂظҾͷకΊΓ͕͋ͬͨ
� ݄ॳ०ʹͳΔͱ27�ਓఔ·ͰࢀՃొऀ͕
૿Ճͨͨ͠ΊɺࢀՃͷنͱͯ͠Ұఆ͕
֬อͰ͖Δݟ௨ཱ͕ͪ͠ɺ҆৺ͯ͠४උΛਐΊ
Δ͜ͱ͕Ͱ͖ͨɻͦͷޙɺॳͷݒ೦Λਧ͖ඈ
͍͢ͰࢀՃొ૿Ճ͠ɺ � ݄Ͱ4��ਓ
ऑɺ � ݄Ͱ53�ਓڧͷొͱͳͬͨɻ͋Δఔ
ͷ૿Ճఆ͞Ε͍ͯͨͨΊɺձଆͱձ
ͷ֦ுͷՄ൱ݕ౼͍͕ͯͨ͠ɺͦΕͰϝ
ΠϯձͰऩ·Βͳ͍͔͠Εͳ͍ࣄଶݕ౼
͢Δඞཁ͕ग़͖͕ͯͨɺ࠷ऴతʹࢀՃऀ͕
7��ਓ（ΦϯϥΠϯ76ਓ）ͱͳΓɺࢀՃొ
ΛଧͪΔࣄଶͱͳΒͣʹࡁΉ͜ͱͱͳͬͨɻ
ɹ·ͨɺϙελʔ発දʹ͍ͭͯݱࢀՃ2��
ͼΦϯϥΠϯ発දͷΈ͕75݅ͷ発ද͕͋ٴ݅
Γɺ͜ΕΒʹՃ͑ͯӨֶڹձ͔Β111݅ٴͼอ
ֶձ͔Β55݅ͷϙελʔ発ද͕͋ͬͨɻݱ
ͷϙελʔձɺٞͱަྲྀͷͱͯ͠

Γ্͕ͬͨ໘ɺϙελʔηογϣϯͷ࣌
͕͔ؒͬͨͱ͍͏*$312�25ͷϑΟʔ
υόοΫͱ͍ͨ͠（図 2）ɻ

8 ．食事等

ɹࡍࠃγϯϙδϜੈք֤͔ࠃΒࢀՃ͕͋
ΔͨΊɺ৯ࣄॏཁͳ߲ࣄ౼ݕͷҰͭͰ͋Δɻ
*$31γϯϙδϜͰɺϨηϓγϣϯɺ(BMB 
EJOOeSɺன৯Λ༻ҙ͢Δ͜ͱͱͳ͓ͬͯΓɺ
Ϩηϓγϣϯ(BMB EJOOeSઐ༻ͷձͰ
ϏϡοϑΣࣜܗΛͱΔ͜ͱͰɺ৯ࣄʹؔ͢Δ
ਓ͕બ͢Δ͜ͱͰճආ͢ΔݸՃऀࢀΛݶ੍
͜ͱΛબͨ͠（図 3）ɻҰํͰன৯ʹ͍ͭ
ͯॳϏϡοϑΣࣜܗΛఆ͍͕ͯͨ͠ɺ
Ճऀ͕༧ఆਓΛେ෯ʹ্ճͬͨ͜ͱࢀݱ
͔Βɺ֬อͰ͖ΔεϖʔεͰϏϡοϑΣܗ
ࣜͰఏ͢ڙΔ͜ͱ͍͠ͱͷձଆ͔Βͷ
ճ͕͋ΓɺหΛ͢Δࣜܗͱͳͬͨɻ
ϋϥϧɺϏʔΨϯʹ͍ͭͯձͰͷରԠ͕
Ͱ͖ͳ͍ͱͷ͜ͱͰɺϕδλϦΞϯหͱ௨
ৗͷหΛ༻ҙ͢Δ͜ͱͱͳͬͨɻ

ɹ*$31γϯϙδϜͰɺຖճ(BMB EJOOeSͰ
։࠵ʹͪͳΜͩΠϕϯτ͕͋Δɻ2�17ͷ
ύϦͰόϯυԋɺ2�1�ͷΞσϨʔυٴ
ͼ2�21�1ͷόϯΫʔόʔͰઌॅຽͷགྷ͕
͋ͬͨɻ*$312�23ʹ͓͍ͯɺ(BMB EJOOeSʹ
ͰຊΒ͍͕ؒ࣌͋ͬͨͨ͠Ίɺ੍ؒ࣌
ͷͱ͍͏͔Βݕ౼ͨ݁͠ՌɺׂڸΓͱණͷ
ூࠁͱͳͬͨ（図4）ɻ

図 2　�ICRP2023、影響学会、保健物理学会の
ポスターが掲示された会場風景

図 3　�ICRP2023初日に開催されたウェルカムレ
セプション
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9 ．運　営

　参加登録や運営については国際会議運営業
者に委託しており、参加登録時及び会場運営
については、大きな問題は起こらなかった。
一点だけポスターボードについては、当初の
ボードでは掲示時に複数枚倒れてしまうとい
うことが起こったため、 1 日目終了後に急遽
ボードの入れ替えを行い、参加者の安全性の
確保に努めた。
　昼食については、配布場所を 2 箇所で人数
をかけて配布できるように努め、想定よりも
短時間で配布することができた。一方で、食
事場所については参加者が多くなってしまっ
たため急遽空いている会議室を手配したが、
案内が至らずテーブルが十分ではない状況と
なり、参加者に不便をかけることとなった。
　最終的に大きなトラブルもなく、ICRP2023
を終了することができた。終了後、ICRP委員
などから、運営や会場について満足であると
の感想をいただいたため、シンポジウム運営
は成功したのではないかと考えている。
　これは、藤田氏と安宗氏という 2 代にわた
るICRP科学秘書官補佐の献身的な働きによ
るところが大きい。 3 年間、ホスト機関の「裏
方」である我々（図 5）に並走し、助けてく
れた両者に心から感謝したい（図 6）。

10．謝　辞

　本シンポジウムは㈱千代田テクノルより寄
付をいただき開催した。ここに御礼申し上げる。

https://icrp2023.jp/wp-content/
uploads/2023/11/ICRP2023_
FullProgramme-v3_DIGITAL.pdf

第 7回ICRP国際シンポジウム
“ICRP2023”全プログラム

図 4　Gara�dinnerで行われた鏡開きと氷の彫刻

図 5　�ICRP2023終了直後の晴れやかな「裏方」の
様子

図 6　�RühmICRP委員長と談笑する安宗氏、�
藤田氏と筆者
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YouTubeでがん情報

　インターネットやスマートフォンの普及によ
り、様々な情報が簡単に入手できるようになっ
ています。がんについても、ネットは重要な情
報源ですが、科学的根拠のない内容も氾濫し、
本当に正しい情報を取捨選択して手に入れる
ことが難しい時代になっています。私自身も、
インターネットによって誤った情報を信じ込み、
命を落とした患者を数多く見てきました。
　2023年 8 月、グーグル傘下の動画投稿サイト

「YouTube」は、誤ったがん治療に関する動
画の削除を開始したと発表しました。
　YouTubeは以前から、人権侵害につなが
る情報や、新型コロナのワクチンなどに関す
る誤った医療情報などを削除の対象にしてき
ました。がんに関しては「世界的に最も多い
死因の一つで、誤った情報が広がりやすい」
として新たに誤情報削除の対象に加えました。
　削除の対象として、「ニンニクでがんが治る」、

「放射線治療の代わりにビタミンＣを摂取し
よう」といった例が示されています。患者を
誤情報から守るという観点では高く評価した
いと思います。
　私が議長を務める、厚労省の国家プロジェ
クト「がん対策推進企業アクション」でも、
ホームページやメールマガジンなどを通じた
情報発信を行い、職場でのがん対策の啓発活
動を行っています。

　とりわけ、「科学的根拠に基づいた、がんに
関する正しい情報発信」や、「ヘルスリテラシー
の向上」を目的として配信しているYouTube
動画コンテンツが好評で、2020年10月の配信
開始以来、すでに50ものタイトルが公開され、
総再生数は30万回を突破しています。
　なかでも「放射線治療の体への負担と治療
費は？日本ではなぜ知られていない？」のタイ
トルは単体で 5 万回以上も再生されています。
欧米と比べて日本では普及が遅れている放射
線治療にも注目が集まっていることもうかがえ
ます。
　最近では「視聴者からの質問編」や、「がん
サバイバーとの対談編」などを展開し、ごく
身近にある話題から、医療者とのコミュニケー
ションの方法など、様々なコンテンツを配信し
ています。
　今後は、「がんに関する誤解、迷信」につ
いても発信していく予定です。
　「企業アクション」で検索すれば誰でも閲
覧することができます。 1 本あたり 3 ～ 5 分
の動画に編集されていますから、通勤時間に
スマートフォンで手軽に視聴できる内容です。
　興味がありそうなタイトルだけでも、ぜひ
一度視聴してみてください。放射線治療への
理解も間違いなく進みます。

● がん対策推進企業アクション
　 https://www.gankenshin50.

mhlw.go.jp/movie/index.html

東京大学医学部附属病院

中川　恵一
コラム

Column
63th
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ɹϥσΟΤʔγϣϯϞχλϦϯάηϯλʔ੨（3.$੨）͕ϲॴଜͰՔಇ։͔ͯ࢝͠Βɺ
 6 ͕ܦա͠·ͨ͠ɻࠓճෳઢԽͨ͠ଌఆϥΠϯͱ3.$੨ʹ͍ͭͯհ͍ͨ͠·͢ɻ
ɹ3.$੨ͷ͋Δ੨ݝɺંق࢛ʑͷઈܠΛ܁Γ͛ΔԞೖྲྀܢेాބɺΞχϝ
өըͷϞσϧʹͳͬͨͱݴΘΕΔനਆࢁΛ͡Ίɺւ؛ʹઍෑέӜͳͲͷܠউΛ
༴͢Δࣗવ๛͔ͳॴͰ͢ɻ
ɹͦΕނɺࣗવ͕ҭΜͩࢁւͷʹܙ·Ε͍ͯ·͢ɻଟ͘ͷํ͕ϚάϩɺϗλςɺΠΧͳͲ
ຕڍʹ͍ͱ·͕ͳ͍ւ࢈ͱϦϯΰɺχϯχΫΛΠϝʔδ͞ΕΔͷͰͳ͍͔ͱ͍ࢥ·͕͢ɺ
ӅΕͨग़ՙྔຊҰ͕ΰϘͰ͢（2�1�ࡏݱ）ɻ·ͨɺϲॴଜͰΠϞͷੜ࢈ͱச͕࢈
Μʹ行ΘΕ͓ͯΓɺڇೕ;Δ͞ͱೲ੫ͷฦྱͱͯ͠ਓؾΛूΊ͍ͯ·͢ɻ
ɹͦΜͳϲॴଜͷ͏Ұͭͷ͕إΤωϧΪʔۀ࢈Ͱ͢ɻԼౡॎ؏ಓ࿏पลɺബݪʹ
͞·͟·ͳؔ࿈ۀछͷେنࢪઃ͕
͠ࡏɺΏͬ͘Γͱճస͢Δ෩ྗ発
ిͷେ෩ं͕ฒͿܠ৭ΛݟΔ͜ͱ͕
Ͱ͖·͢ɻ
ɹ3.$੨ϲॴଜ͕ڌͰ͋
ΔͷརΛੜ͔͠ɺຊݪ೩ࣜגձ
༷ࣾฒͼʹಉ༷ۀاྗڠΛରʹ1�
ظɺఆࠂଌఆ݁ՌใٸۓҎͷؒ࣌
ճऩ͔ޙΒใࠂ·Ͱͷॖͱɺ
εϐʔσΟͳଌఆαʔϏεΛల։͠
͖ͯ·ͨ͠ɻ
ɹ͔͜͜ΒΨϥεόοδͷߏͱ
ଌఆϥΠϯΛհ͠·͢ɻ

◎ガラスバッジの構造

ɹΨϥεόοδ図1ʹࣔ͢9ɾЍ
ઢɺЌઢΛଌఆ͢ΔΨϥεϓϨʔτ

（(1）ͱɺதੑࢠΛଌఆ͢Δϓϥε 図 1　ガラスバッジの構造

ラディエーションモニタリングセンター青森
測定ライン複線化の紹介

ラディエーションモニタリングセンター青森　センター長　渡邊　哲也
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νοΫͷݸମඈݕग़ثͰ͋Δ$3�3��ͷ 2 छྨͷݕग़͕ࢠηοτ͞Ε͍ͯ·͢ɻ（ˎதੑࢠଌ
ఆ༻ΨϥεόοδʹͷΈηοτ͠·͢ɻ）
ɹଌఆϥΠϯɺ͜ͷΨϥεόοδΛ͠ɺݕग़ࢠΛଌఆͯ͠์ࣹઢͷଌఆ݁ՌΛใͨ͠ࠂ
ॲཧͨ͠(1ͱ৽͍͠$3�3�Ληοτͯ͠Έཱͯ͢ΔͨΊͷϥΠϯͰ͢ɻ࠶ʹޙ
ɹʹ࣍ఔʹԊͬͨଌఆϥΠϯΛհ͠·͢ɻ

◎測定ラインのご紹介

ɹଌఆϥΠϯͰɺΨϥεόοδͷཱɾղɺݕग़ࢠͷଌఆʹΑΔ์ࣹઢͷଌఆ݁Ռͷใ
Λ行͍·͢ɻ図ࠂ 2ଌఆϥΠϯͷఔͱ༻͢ΔஔΛ͍ࣔͯ͠·͢ɻ
ɹ֤ఔͷॲཧ༰Λ؆୯ʹ͝આ໌͠·͢ɻ

☆受付工程（測定前処理）
ɹ͓٬༷͔Βଌఆͷ͝ґཔΛ͍͍ͨͩͨࡁ༺ΈͷΨϥεόοδɺ3.$ʹ౸ண͢Δͱड
ͷঢ়ଶʹ͠·͢ɻࢠग़ݕͯʹఔ

ᶃγϡϦϯΫϑΟϧϜണ
डͨ͠ΨϥεόοδɺγϡϦϯΫϑΟϧϜṞஔʹ͔͚ɺγϡϦϯΫϑΟϧϜͱ໊ࢯ
ϥϕϧΛണͨ͠ޙɺਫ৭ͷέʔε（ϗϧμ）Λઐ༻ͷίϯςφ֨ೲ͠·͢ɻ

図 2　測定ラインの工程と使用する装置
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ᶄΨϥεόοδղ
ίϯςφʹ֨ೲ͞ΕͨϗϧμΛɺɾཱஔͰղ͠ɺ(1ͱ$3�3�ΛऔΓग़͠·͢ɻ·ͨɺ
ग़ՙલͷཱ࣌（ᶌ）ʹ (1ͱ$3�3�ΛϗϧμʹऔΓࠐΈɺΨϥεόοδͷཱΛ行͍·͢ɻ

☆測定工程
ɹडఔͰ͞Εͨݕग़͔ࢠΒଌఆΛ
ఔଌ͠ɺઢྔଌఆΛ行͍·͢ɻଌఆܭ
$3�3�ͱ(1ʹ͔ΕͯॲཧΛ行͍·͢ɻ

（தੑࢠଌఆ）
ᶅΤονϯάॲཧ

$3�3�ɺΤονϯάஔʹΑΓڧΞϧΧ
Ϧ༹ӷͰΤονϯάॲཧ͠ɺதੑ͕ࢠೖࣹ
ͨ͠Λ࣍ఔͷݦඍڸͰ؍ՄͳΤο
νϐοτͱݺΕΔ݀ʹͤ͞·͢ɻ

ᶆΤονϐοτଌఆ
ΤονϐοτଌఆݦඍڸͰɺΤονϐοτ
ͷΛܭଌͯ͠தੑࢠઢྔΛٻΊ·͢ɻ

シュリンクフィルム剥離装置

1
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（9ɾЍઢɺЌઢ）
ᶇϓϨώʔτॲཧ
ɹ(1ɺ1��ˆʵ3�ͷϓϨώʔτ（ॲཧ）Λ行͍ɺଌఆΛ҆ఆͤ͞·͢ɻ

ᶈྔޫܬଌఆ
Λ༩ܹ͑ͯઢྔଌఆஔͷϨʔβʔͰޫܬ
ଌ͠·͢ɻܭΛಡΈऔΓɺଌఆΛྔޫܬ

ɹͦͷޙɺઢྔࢉܭ༻ͷΞϧΰϦζϜΛհͯ͠ଌఆઢྔΛٻΊͯใࠂॻΛ発行͠·͢ɻ

☆測定後工程
ɹଌఆఔͰใࠂઢྔΛ֬ఆͨ͠(1ɺ࠶ར༻ͷͨΊͷΞχʔϧ（ॲཧ）ʹͯ์ࣹઢใ
ΛϦηοτ͠ɺϓϨυʔζ（ॳظ）ͷଌఆΛ行͍·͢ɻ

ᶉΨϥεϓϨʔτ٧ସɹᶊΞχʔϧॲཧ
ใࠂઢྔΛ֬ఆͨ͠(1ɺΨϥεϓϨʔτ٧Ίସ͑ஔͰ༻ΞχʔϧτϨΠʹҠ͠ࡌɺ
ΞχʔϧஔʹΑΓ36�ˆͷΞχʔϧ（ॲཧ）Λ行͏͜ͱͰ์ࣹઢใΛϦηοτ͠·͢ɻ
Ξχʔϧஔɺ 1 ճͰ࠷େ�ͷ(1Λॲཧ͢Δྗ͕͋Γ·͢ɻݸ���
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ᶋ1%（ϓϨυʔζɿॳظ）ଌఆ
ʑͷ(1ͷଌఆΛଌఆ͠ɺϓϨυʔζ（ॳݸͷޙɺΞχʔϧͯ͠༺ઢྔଌఆஔΛޫܬ
）ͱͯ͠ཧγεςϜʹొ͠·͢ɻظ

ᶌΨϥεόοδཱ
ᶉ͔ΒᶋͷఔΛ1)ͨ֨͠߹ࠪݕͯܦͱɺ৽͍͠$3�3�ΛᶄͷΨϥεόοδɾཱஔ
ͰϗϧμʹऔΓࠐΈΨϥεόοδΛΈཱͯ·͢ɻ

ɹߋʹɺγϡϦϯΫแͱ໊ࢯϥϕϧΛషΓ͚ͯɺօ͞·ͷݩ͓ಧ͚͍ͯ͠·͢ɻ

ɹ͜ͷɺ3.$੨Ͱॲཧྗͷ֦ॆΛ࣮͢ݱΔͨΊɺଌఆϥΠϯͷ૿ڧΛ行͍·ͨ͠ɻ
ΨϥεόοδͷɾޙΛ行͍ɺͦͷڧΔஔ（ᶅɺᶆ）ͷ૿͢༺ʹଌఆࢠॳ಄ɺதੑࡢ
ཱʹ༻͢Δ֤ஔͷ૿ઃΛ行͏͜ͱʹΑΓɺैདྷʹഒ͢ΔॲཧྗΛ༗͢Δ͜ͱͱͳΓ·
ͨ͠ɻ
ɹޙࠓɺΑΓଟ͘ͷ͓٬༷ʹΨϥεόοδΛ͝ఏͯ͠ڙ·͍Γ·͢ɻ·ͨɺ3.$େ؏（ҵ
ݝେચொ）ͱͷ͞ΒͳΔ࿈ڧܞԽʹΑΓɺΨϥεόοδαʔϏεͷ҆ఆՔಇʹΊͯ·͍Γ
·͢ɻ
ɹޙࠓͱɺฐࣾΨϥεόοδαʔϏεΛ͝Ѫ͖͍ͩͨސ·͢Α͏ɺ͓͍͍ͨ͠ئ·͢ɻ

図 3　測定ラインの増強

増設前

増設後
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　本書 2 冊「逆引きDICOM Book」「逆引きDICOM Book Plus」は共に医療科学社から出版
されている技術書で、 2 冊とも量子科学技術研究開発機構（量子研/QST：https://www.

qst.go.jp/）の奥田保男
先生が監修したもので
ある。
　前者は2014年11月に発刊され、
Q＆Aの形式でまとめられていて
Aを主に一般社団法人日本画像医
療システム工業会（JIRA）医用
システム部会DICOM委員会が執
筆している。本書は医用機器の通
信手順であるDICOMに関する入
門書として奥田先生から提案され、
DICOM委員会が協力して完成し
たもので、なにもわからない初心
者の聞いたら恥ずかしいと思える
Ｑ（?）も多く含まれている。 本
書はこの手の本の第 1 弾として発
刊されたもので、DICOMの関連
する技術分野全般にわたって広く
言及している。

　 目　次 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 1 ．DICOM ………………………… 1
 2 ．RISとモダリティ ……………… 7
 3 ．PACSとモダリティ …………… 13
 4 ．画像保存 ……………………… 25
 5 ．Viewer関連 …………………… 35
 6 ． Viewerで受信した画像と画像情報 

の表示 …………………………… 49
 7 ．計測 …………………………… 59
 8 ．文字表示 ……………………… 63

 9 ．印刷・出力 …………………… 69
 10．可搬型外部媒体 ……………… 73
 11．ワークステーション ………… 83
 12．レポート機能 ………………… 85
 13．動画 …………………………… 91
 14．治療 …………………………… 99
 15．歯科 …………………………… 103
 16．線量管理 ……………………… 105
 17．DICOM規格のサービス ……… 113
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ご使用者の変更連絡はお早めに

　平素より弊社のガラスバッジサービスをご利用くださいまして誠にありがとうございます。
　年度替わりは、他の時期に比べて、ガラスバッジご使用者の変更手続きを多く受付けて
おります。そのため、手続き完了までにお時間をいただく場合がございます。ガラスバッジ
ご使用者に変更がございましたら、お早めにご連絡くださいますようお願い申し上げます。
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　「ガラスバッジWebサービス」の入力操作に関するお問合せは、弊社 線量計測事業本部
（ gbweb-toiawase@c-technol.co.jp）までお願いいたします。
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